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1. 2020年9月期の業績（2019年10月1日～2020年9月30日）

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年9月期 2,881 △8.1 35 △32.8 38 △30.0 16 △51.8

2019年9月期 3,136 △19.1 53 ― 55 ― 34 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当た

り当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2020年9月期 1.17 ― 1.5 2.6 1.2

2019年9月期 2.43 ― 3.1 3.6 1.7

（参考） 持分法投資損益 2020年9月期 ―百万円 2019年9月期 ―百万円

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年9月期 1,502 1,143 76.1 80.75

2019年9月期 1,520 1,126 74.1 79.58

（参考） 自己資本 2020年9月期 1,143百万円 2019年9月期 1,126百万円

(3) キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2020年9月期 45 31 △20 533

2019年9月期 △61 11 96 477

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2019年9月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

2020年9月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

2021年9月期(予想) ― ― ― ― ― ―

（注）2021年９月期の配当予想額につきましては、業績予想の開示を行っていないことから、現時点において未定とさせていただいております。配当につい
ては、業績予想の見通しを開示した際にお知らせいたします。

3. 2021年 9月期の業績予想（2020年10月 1日～2021年 9月30日）

　業績予想につきましては、天候等の外部変動要因による業績への影響が大きく、予測が困難なため現時点での予想の開示は行っておりません。なお、
情報開示につきましては既存店舗等の情報を月次で開示するとともに、第２四半期累計期間及び通期の見通しにつきましては分かり次第、開示してまいり
ます。



※ 注記事項

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(2) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年9月期 14,436,600 株 2019年9月期 14,436,600 株

② 期末自己株式数 2020年9月期 278,800 株 2019年9月期 278,800 株

③ 期中平均株式数 2020年9月期 14,157,800 株 2019年9月期 14,157,800 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記の予想の前提条件その他に関する事項については、【添付資料】４ぺージ、
「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

 当社は、消費者にとって価値のある商品づくり、人づくり、店づくりを目指し、「よりいいものをより安く」提

供し、「三代目茂蔵」のブランド力を強化・確立することで、売上高及び利益の向上を図ってまいります。 

 当事業年度において、商品につきましては、引き続き「三代目茂蔵」でしか購入することのできない「茂蔵オリ

ジナル商品」を中心に、利益率の良い高付加価値・高価格帯商品の開発及び既存商品の高付加価値・高価格帯への

見直しに注力し、顧客単価の上昇と利益の改善に努めました。

 しかしながら、新型コロナウイルス感染症の影響等による景気の先行きは不透明な状況となっていることから、

お買い得感のある「生活応援企画商品」を強化するとともに、一部商品の期間限定セールを行う等の対策を講じ、

売上高の拡大に取り組んでまいりました。

 当事業年度の売上高は2,881,698千円（前事業年度比8.1％減）、営業利益は35,954千円（前事業年度比32.8％

減）、経常利益は38,663千円（前事業年度比30.0％減）、当期純利益は16,581千円（前事業年度比51.8％減）とな

りました。 

 

 セグメント別の業績は次のとおりであります。

 

（小売事業） 

 当セグメントにおきましては、「三代目茂蔵」ブランドを「工場直売所」から「豆腐専門店」へと、転換を推し

進めております。具体的には、店舗毎の取り扱い商品や陳列方法を見直し、販売員の商品知識の向上・販売手法の

共有化のため、定期的な店長会の開催や新型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態宣言の解除後は店舗巡回の頻度

を増やすなど、販売力強化を図りました。また、商品につきましては「よりいいものをより安く」を基本として高

付加価値・高価格帯商品の販売強化に努めました。一方、出店につきましては条件や店舗形態等の見直しを行い、

出店準備を継続して進めております。

 これらより１店舗平均の顧客単価は、前事業年度比113.4％となりました。一方、１店舗平均の顧客数につきま

しては、前事業年度比83.3％となりましたが、前事業年度下期より取り組んだ高付加価値・高価格帯商品への見直

しが認知され、また「生活応援企画商品」や期間限定セールの開催により、当事業年度上期の同78.5％から下期は

同89.7％と改善しました。 

 以上の結果、小売事業の売上高は2,596,355千円（前事業年度比7.0％減）となりました。セグメント利益（営業

利益）は、利益率の良い高付加価値・高価格帯の商品により売上総利益率は改善しておりますが、売上高の減少が

要因となり144,083千円（前事業年度比8.7％減）となりました。 

 

（その他事業） 

 その他事業は、小売加盟店及び業務用得意先への卸売事業並びに通販事業であります。 

 その他事業の売上高は285,343千円（前事業年度比17.0％減）、セグメント利益（営業利益）は35,339千円（前

事業年度比1.0％増）となりました。 

 

 なお、当事業年度の出店状況は、次のとおりであります。 

（単位：店） 

 
前事業年度末 

店舗数
増加 減少

当事業年度末 

店舗数

小売事業 「三代目茂蔵」（直営店） 45 - 1 44

その他事業 「三代目茂蔵」（加盟店） 62 5 8 59

合計 107 5 9 103
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（２）当期の財政状態の概況 

① 資産 

当事業年度末における資産の残高は、前事業年度末と比較して17,905千円減少し1,502,413千円となりました。

これは主に、現金及び預金の増加56,476千円、売掛金の減少7,973千円、有形固定資産の減少27,020千円、投資有

価証券の減少30,093千円等によるものであります。

② 負債

当事業年度末における負債の残高は、前事業年度末と比較して34,422千円減少し359,221千円となりました。こ

れは主に、未払金の減少17,490千円、長期借入金の減少20,004千円等によるものであります。

③ 純資産

当事業年度末における純資産の残高は、前事業年度末と比較して16,517千円増加し1,143,192千円となりまし

た。これは主に、当期純利益の計上16,581千円等によるものであります。

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

 当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度と比較して56,476千円増加し

533,817千円となりました。

 当事業年度における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果得られた資金は、45,235千円（前事業年度は61,350千円の支出）となりました。これは主に、増

加要因として、税引前当期純利益37,571千円、減価償却費及びその他の償却費35,330千円、売上債権の減少額

7,963千円、減少要因として、未払消費税等の減少額15,297千円等によるものであります。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果得られた資金は、31,274千円（前事業年度は11,104千円の収入）となりました。これは主に、増

加要因として、投資有価証券の償還による収入30,000千円、リース債権の回収による収入5,474千円、減少要因と

して、有形固定資産の取得による支出3,989千円等によるものであります。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は、20,032千円（前事業年度は96,601千円の収入）となりました。これは長期借入

金の返済による支出20,004千円等によるものであります。

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
 2017年

９月期 

 2018年

９月期 

 2019年

９月期 

 2020年

９月期 

自己資本比率(％) 67.8 70.8 74.1 76.1 

時価ベースの自己資本比率(％) 113.4 100.0 103.4 91.4 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率(％) － － － 169.5 

インタレスト・カバレッジ・レシオ(倍) － － － 75.28 

（注）各指標はいずれも個別ベースの財務数値を用いて、次の計算式により算出しております。

自己資本比率            ：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率      ：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ  ：営業キャッシュ・フロー／利払い

※１．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式を除く）により算出しております。

２．有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象として

おります。

３．営業キャッシュ・フロー及び利払いは、キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動による

キャッシュ・フロー」及び「利息の支払額」を用いております。

４．2017年９月期は有利子負債がないため、2018年９月期は営業活動によるキャッシュ・フローがマイナス

であり有利子負債がないため、2019年９月期は営業活動によるキャッシュ・フローがマイナスであるた

め、キャッシュ・フロー対有利子負債比率、インタレスト・カバレッジ・レシオは記載しておりませ

ん。
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（４）今後の見通し 

 次期の見通しとして、商品につきましては、引き続き消費者にとって価値のある商品づくりを目指し、特に「三

代目茂蔵」でしか購入することのできない、当社オンリーワン商品となる「茂蔵オリジナル商品」を中心に専門性

が高く利益率の良い高付加価値商品の開発・強化に注力することで、利益の改善に努めてまいります。 

 一方、新型コロナウイルス感染症の影響等による景気の先行きは不透明な状況となっていることから、引き続

き、お買い得感のある「生活応援企画商品」の強化も同時に行うことで、顧客数の増加を図り、売上高の確保に努

めてまいります。

 店舗におきましては、「三代目茂蔵」としてのブランドのクオリティを向上させるべく、専門スタッフによる店

舗巡回の頻度を増やし、従業員の販売力強化や陳列方法などの売り場のチェック体制等を強化することで、消費者

にとって魅力のある売り場づくりを引き続き推し進めてまいります。 

 2021年９月期の業績予想につきましては、当社の売上高の90％以上を占める小売事業においては、昨今の天候不

順事象の増加から、その影響を想定することが年々困難となっており、加えてコロナ禍における見通しも不透明で

あるため、業績見通しの試算値等を公表することも当社の投資判断に誤解を生じさせる可能性が高いと考えており

ます。 

 したがいまして、現段階におきましては業績見通しを公表できませんが、2021年９月期第２四半期累計期間につ

きましては同第２四半期中、及び同通期につきましては同第４四半期中を目処に、分かり次第、速やかに適時開示

をしてまいります。また、月次における既存店売上高等の情報開示につきましては、さらなる充実を図ってまいり

ます。 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社の事業は現在、日本国内に限定されており海外での事業展開がないこと、また国内の同業他社との比較可能性

を確保するため、当面は日本基準にて財務諸表を作成する方針であります。

 なお、将来のIFRS（国際財務報告基準）適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方

針であります。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(2019年９月30日) 
当事業年度 

(2020年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 477,340 533,817 

売掛金 74,277 66,304 

リース債権 5,474 4,650 

商品 36,816 38,025 

貯蔵品 785 608 

前払費用 27,311 27,261 

その他 12,469 17,781 

貸倒引当金 △30 △30 

流動資産合計 634,445 688,417 

固定資産    

有形固定資産    

建物 523,715 524,665 

減価償却累計額 △428,186 △449,544 

建物（純額） 95,528 75,121 

構築物 59,768 59,768 

減価償却累計額 △53,690 △54,555 

構築物（純額） 6,077 5,212 

機械及び装置 4,547 4,656 

減価償却累計額 △2,918 △3,258 

機械及び装置（純額） 1,628 1,397 

車両運搬具 7,730 7,730 

減価償却累計額 △4,891 △5,836 

車両運搬具（純額） 2,838 1,893 

工具、器具及び備品 190,330 189,741 

減価償却累計額 △174,822 △178,804 

工具、器具及び備品（純額） 15,507 10,936 

土地 562,970 562,970 

有形固定資産合計 684,552 657,531 

無形固定資産    

ソフトウエア 8,441 2,972 

電話加入権 439 439 

無形固定資産合計 8,881 3,412 

投資その他の資産    

投資有価証券 30,093 － 

出資金 243 243 

破産更生債権等 186 186 

長期前払費用 2,658 1,427 

敷金及び保証金 138,712 138,712 

リース債権 12,143 7,493 

その他 8,598 5,186 

貸倒引当金 △197 △197 

投資その他の資産合計 192,439 153,052 

固定資産合計 885,873 813,996 

資産合計 1,520,319 1,502,413 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(2019年９月30日) 
当事業年度 

(2020年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 171,951 171,309 

1年内返済予定の長期借入金 20,004 20,004 

未払金 57,336 39,845 

未払費用 37,013 37,639 

未払法人税等 24,457 28,764 

預り金 3,314 1,983 

その他 677 416 

流動負債合計 314,753 299,963 

固定負債    

長期借入金 76,662 56,658 

繰延税金負債 28 － 

長期預り保証金 2,200 2,600 

固定負債合計 78,890 59,258 

負債合計 393,643 359,221 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,000,000 1,000,000 

資本剰余金    

資本準備金 120,340 120,340 

その他資本剰余金 106 106 

資本剰余金合計 120,446 120,446 

利益剰余金    

利益準備金 17,094 17,094 

その他利益剰余金    

繰越利益剰余金 29,965 46,547 

利益剰余金合計 47,059 63,641 

自己株式 △40,896 △40,896 

株主資本合計 1,126,610 1,143,192 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 64 － 

評価・換算差額等 64 － 

純資産合計 1,126,675 1,143,192 

負債純資産合計 1,520,319 1,502,413 
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（２）損益計算書

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 2018年10月１日 
 至 2019年９月30日) 

当事業年度 
(自 2019年10月１日 

 至 2020年９月30日) 

売上高 3,136,083 2,881,698 

売上原価    

商品期首たな卸高 39,731 36,816 

当期商品仕入高 2,096,472 1,897,438 

合計 2,136,204 1,934,255 

他勘定振替高 178 212 

商品期末たな卸高 36,816 38,025 

売上原価合計 2,099,209 1,896,017 

売上総利益 1,036,873 985,680 

販売費及び一般管理費 983,398 949,725 

営業利益 53,475 35,954 

営業外収益    

受取利息 210 206 

受取配当金 7 － 

未払配当金除斥益 430 221 

受取保険金 1,505 － 

受取補償金 － 1,235 

助成金収入 － 819 

その他 110 855 

営業外収益合計 2,264 3,338 

営業外費用    

支払利息 126 610 

和解金 400 － 

その他 2 19 

営業外費用合計 529 629 

経常利益 55,209 38,663 

特別利益    

固定資産売却益 229 49 

その他 2 － 

特別利益合計 232 49 

特別損失    

固定資産除却損 2,304 0 

減損損失 1,373 － 

店舗閉鎖損失 － 1,142 

その他 0 － 

特別損失合計 3,677 1,142 

税引前当期純利益 51,764 37,571 

法人税、住民税及び事業税 17,395 20,989 

法人税等合計 17,395 20,989 

当期純利益 34,369 16,581 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 2018年10月１日 至 2019年９月30日）

              (単位：千円) 

  株主資本 

 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

 

資本準備金 
その他資本剰
余金 

資本剰余金合
計 利益準備金 

その他利益剰
余金 利益剰余金合

計 
 

繰越利益剰余
金 

当期首残高 1,000,000 120,340 106 120,446 17,094 △4,403 12,690 

当期変動額              

当期純利益           34,369 34,369 

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額） 

             

当期変動額合計 － － － － － 34,369 34,369 

当期末残高 1,000,000 120,340 106 120,446 17,094 29,965 47,059 

 

     

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 

その他有価証
券評価差額金 

評価・換算差
額等合計 

当期首残高 △40,896 1,092,241 115 115 1,092,357 

当期変動額          

当期純利益   34,369     34,369 

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額） 

    △50 △50 △50 

当期変動額合計 － 34,369 △50 △50 34,318 

当期末残高 △40,896 1,126,610 64 64 1,126,675 
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当事業年度（自 2019年10月１日 至 2020年９月30日）

              (単位：千円) 

  株主資本 

 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

 

資本準備金 その他資本剰
余金 

資本剰余金合
計 

利益準備金 

その他利益剰
余金 利益剰余金合

計 
 

繰越利益剰余
金 

当期首残高 1,000,000 120,340 106 120,446 17,094 29,965 47,059 

当期変動額              

当期純利益           16,581 16,581 

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額） 

             

当期変動額合計 － － － － － 16,581 16,581 

当期末残高 1,000,000 120,340 106 120,446 17,094 46,547 63,641 

 

     

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 

その他有価証
券評価差額金 

評価・換算差
額等合計 

当期首残高 △40,896 1,126,610 64 64 1,126,675 

当期変動額          

当期純利益   16,581     16,581 

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額） 

    △64 △64 △64 

当期変動額合計 － 16,581 △64 △64 16,517 

当期末残高 △40,896 1,143,192 － － 1,143,192 

 

- 9 -

㈱篠崎屋（2926）　2020年９月期決算短信〔日本基準〕（非連結）



（４）キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 2018年10月１日 
 至 2019年９月30日) 

当事業年度 
(自 2019年10月１日 

 至 2020年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前当期純利益 51,764 37,571 

減価償却費及びその他の償却費 36,770 35,330 

減損損失 1,373 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △21 － 

受取利息及び受取配当金 △218 △206 

支払利息 126 610 

為替差損益（△は益） 2 0 

固定資産売却損益（△は益） △229 △49 

固定資産除却損 2,304 0 

店舗閉鎖損失 － 1,142 

売上債権の増減額（△は増加） 15,770 7,963 

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,544 △1,031 

仕入債務の増減額（△は減少） △115,586 △642 

未払金の増減額（△は減少） △44,525 △1,120 

未払消費税等の増減額（△は減少） 3,896 △15,297 

その他 △10,530 1,168 

小計 △55,556 65,438 

利息及び配当金の受取額 218 206 

利息の支払額 △165 △600 

法人税等の支払額 △5,845 △19,808 

営業活動によるキャッシュ・フロー △61,350 45,235 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

投資有価証券の償還による収入 － 30,000 

有形固定資産の取得による支出 △20,249 △3,989 

有形固定資産の売却による収入 230 50 

無形固定資産の取得による支出 △3,490 △260 

敷金及び保証金の回収による収入 29,116 － 

リース債権の回収による収入 5,474 5,474 

その他 23 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー 11,104 31,274 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入れによる収入 100,000 － 

長期借入金の返済による支出 △3,334 △20,004 

配当金の支払額 △64 △28 

財務活動によるキャッシュ・フロー 96,601 △20,032 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 △0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 46,353 56,476 

現金及び現金同等物の期首残高 430,987 477,340 

現金及び現金同等物の期末残高 477,340 533,817 
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（５）財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、「三代目茂蔵」直営店による小売事業を中心に事業活動を展開しております。従いまして、当社は、

「小売事業」及び「その他事業」の２区分を報告セグメントとしております。なお、「その他事業」は、小売加盟

店及び業務用得意先への卸売事業並びに通販事業であります。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントごとの会計処理の方法は「重要な会計方針」における記載と概ね同一でありま

す。また、報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前事業年度（自 2018年10月１日 至 2019年９月30日） 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

財務諸表 
計上額 
（注）２   小売事業 その他事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 2,792,351 343,732 3,136,083 － 3,136,083 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － － 

計 2,792,351 343,732 3,136,083 － 3,136,083 

セグメント利益 157,774 34,978 192,753 △139,277 53,475 

セグメント資産 772,648 193,125 965,774 554,544 1,520,319 

その他の項目          

減価償却費 29,030 2,878 31,908 2,762 34,671 

有形固定資産及び無形固定資産の増加額 24,217 152 24,370 2,416 26,787 

（注）１．調整額の内容は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額は、各報告セグメントには配賦していない全社費用であります。全社費用は報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額は、各報告セグメントには配賦していない全社資産であります。全社資産は主に報

告セグメントに帰属しない現金及び預金並びに管理部門に係る資産等であります。

(3) 減価償却費の調整額は、全社資産に係る減価償却費であります。

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、管理部門等に係る資産の増加額であります。

２．セグメント利益は損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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当事業年度（自 2019年10月１日 至 2020年９月30日） 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

財務諸表 
計上額 
（注）２   小売事業 その他事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 2,596,355 285,343 2,881,698 － 2,881,698 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － － 

計 2,596,355 285,343 2,881,698 － 2,881,698 

セグメント利益 144,083 35,339 179,423 △143,468 35,954 

セグメント資産 776,817 157,233 934,050 568,363 1,502,413 

その他の項目          

減価償却費 28,768 2,238 31,006 2,541 33,548 

有形固定資産及び無形固定資産の増加額 1,059 － 1,059 － 1,059 

（注）１．調整額の内容は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額は、各報告セグメントには配賦していない全社費用であります。全社費用は報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額は、各報告セグメントには配賦していない全社資産であります。全社資産は主に報

告セグメントに帰属しない現金及び預金並びに管理部門に係る資産等であります。

(3) 減価償却費の調整額は、全社資産に係る減価償却費であります。

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、管理部門等に係る資産の増加額であります。

２．セグメント利益は損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

【関連情報】 

前事業年度（自  2018年10月１日  至  2019年９月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(１) 売上高

 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、記載を省略しております。

 

(２) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報 

 損益計算書の売上高に占める割合が10％を超える顧客がないため、記載を省略しております。

 

当事業年度（自  2019年10月１日  至  2020年９月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(１) 売上高

 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、記載を省略しております。

 

(２) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、記載を省略しております。
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３．主要な顧客ごとの情報 

 損益計算書の売上高に占める割合が10％を超える顧客がないため、記載を省略しております。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度（自 2018年10月１日 至 2019年９月30日）

        （単位：千円) 

  小売事業 その他事業 全社・消去 合計 

減損損失 1,373 － － 1,373 

 

当事業年度（自 2019年10月１日 至 2020年９月30日）

 該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】 

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

前事業年度
（自 2018年10月１日
至 2019年９月30日）

当事業年度
（自 2019年10月１日
至 2020年９月30日）

 
１株当たり純資産額 79.58円

１株当たり当期純利益金額 2.43円
 

 
１株当たり純資産額 80.75円

１株当たり当期純利益金額 1.17円
 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

（自 2018年10月１日
至 2019年９月30日）

当事業年度
（自 2019年10月１日
至 2020年９月30日）

当期純利益金額(千円) 34,369 16,581

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る当期純利益金額(千円) 34,369 16,581

 期中平均株式数(株) 14,157,800 14,157,800

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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